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経 済 論 叢[「 京 都 ノ{学::第170巻 第5・6写,2〔)OZ年./1・12月

管 理 会 計 に お け るエ イ ジェ ン シー理 論 の

適 用 と展 開(1)

マ ル チ タス クモ デ ル へ の拡 張 に つ い て一

1は じ め に

篠 田 朝 也

経 済 学 の 分 野 に お い て は,特 に 行 為 主 体 間 の 情 報 の 非 対 称 性 の 存 在 に 注 目 し,

か か る 状 況 の も と で 生 じ る,逆 選 択,お よ び,モ ラ ル ハ ザ ・一ドの 分 析 モ デ ル と

して,契 約 の 経 済 学 が 展 開 さ れ て い 翫 、 契 約 の 経 済 学 に お け る.iな 分 析 用 具

は,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 で あ る 。 か か る エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 は,管 理 会 計 シ ス

テ ム の 分 析 的 枠 組 み の1つ と し て も,注 目 さ れ て き た1:1。 と く に,マ ネ ジ メ ン

ト ・コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム に 対 し て,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 は 公 理 論 的 な 分 析

的 枠 組 み を 提 供 す る 口∫能 性 を 有 して い る と の 指 摘 が な さ れ て い る へ,

しか し,一.・ 方 で,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 の も つ,数 理 的 モ デ ル に 特 有 な,状 況

設 定 の シ ン プ ル さ が,実 際 の 複 雑 な 企 業 組 織 の 状 況 と は 対 応 して い な い と の 批

判 も 多 い"。 特 に,1980年 代 ま で の,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 の 基 本 モ デ ル に お い

て は,モ デ ル の 状 況 設 定 が あ ま り に シ ン プ ル で あ り,し た が っ て,そ の 適 用 範

囲 は ご く限 ら れ た も の で あ っ た 。 し か し,1990年 代 以 降,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論

1〕 エ イジェンシー理論の管理会計 への適用に聞す る研究 の蓄積 は膨 大『ぐあ る。Baimと1rlD991,1,

Scapcns[1991],佐 藤[1993〕,Indjejiki"n[1gggl.LHmberd.2001]な どを参照 されたい.

2〕 基礎 的エ イジJ.ン シー理 論の枠組み を用いて、マ ネジメノ ト ・]ン トロールの概念化 を試み た

もの として は,伊,1.[19861を 参照 され たい。まカ.後藤=1992a],お よび,後 藤 〔1992h]で は,

伊丹[1986]の 議論を,管 理会計研 究に ひきつ けなが ら再整理を行い,そ の貢献 と限 界につ いて

検討を行 うている.

3〕 多 くの批 判点 につい.(は,K{lpLm[19841,HIIinMn[1990],ScapenS[1991],な どを参照 さ

れたい。
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は,基 本 モ デ ルの もつ 限 界 を 克 服 す るた め に,さ ま ざ ま な モ デ ル の拡 張 を試 み

て き て い る㌔ か か る モ デ ルの 拡 張 に よ り,管 理 会計 シ ス テ ム,お よ び,マ ネ

ジ メ ン.卜 ・コ ン トロー ル ・シ ス テ ムへ の エ イジ ェ ン シー理 論 の適 用 範 囲 も,拡

張 さ れ て きて い る。 そ こで,本 稿 に お い て は,1990年 代 以 降 の,エ イ ジ ェ ン

シ ー理 論 の モ デ ルの 拡 張 につ い て,.検 討 を行 う こ と とす る。

本 稿 で は,ま ず,第1節 に お い て,最 も プ リ ミテ ィブ な エ イジ ェ ン シー 理論

の基 本 モ デ ル につ い て概 観 し,当 該 基 本 モ デ ルが 管 理 会 計研 究 に もた ら した 貢

献 につ い て の 具 体 的 な検 討 を行 い,そ の限 界 を明 らか にす る 。 ま た,か か る基

本 モ デ ルの 限 界 を克 服 す るた め に必 要 と な る理 論 的 拡 張 の.ロ∫能性 につ い て も指

摘 を行 いた い 。 次 に,第 皿節 で は,基 本 モ デ ル の理 論 的 拡 張 の試 み の な か で も,

特 に マ ル チ タ ス ク モ デ ル に焦 点 を絞 っ て検 討 を 進 め 泥 い 。 そ して,第N節 で は,

エ イ ジ ∫、ン シー 理 論 のマ ルチ タ.スク モ デ ルへ の拡 張 が,基 本 モ デ ル で は 分 析 不

能 で あ った 管 理 会 計 に お け る マ ル チ タ ス ク問 題,例 えば,バ ラ ン ス ト ・ス コ

ア ・カ ー.一ドな ど につ いて,理 論 的 な分 析 を ロr能とす る こ とを 明 らか に した い 。

II基 本 モ デ ル が与 え た管 理 会 計 へ の 貢 献 とそ の限 界

マネジメント・コン トロール ・システムとの関係において

本 節 で は,エ イ ジ ェ ンシ ー理 論 の基 本 モ デ ル が,管 理 会 計研 究,お よび,マ

ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム の分 析 に対 して 与え た 貢献 に つ い て,検

討 を行 うこ ととす る。 な お,議 論 を明 確 にす る た め に,最 も シ ン プル な 数 学 的

モ デ ルに 基 づ くエ イ ジ ェ ン シー 理 論 を想 定 して,「 基 本 モ デ ル」 と呼 称 す る こ

と とす る、,.具体 的 に 「基 本 モ デ ル」 とは,1つ の 活 動 に 従 事 す る1人 の エ イ

ジ ェ ン トと,彼(彼 女)に 対 して モ ニ タ リ ング を行 い,イ ン七 ンテ ィプを 与 え

よ う とす る1人 の プ リ ンシ パ ルが 存.在 し,彼 ら(彼 女 ら)が,1期 問 にわ た り

契 約 を行 うよ うな ケ ー ス を想 定 した モ デ ル とす る 。

さ ら に本 節 で は,エ イジ 、Lンシ ー理 論 の 基 本 モ デ ル が,管 理 会 計研 究 に対 し

4)た とえば,Indj印klan[1凶9],Lamberd20〔 〕1.1などを参照されたい。
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て も た ら した 貢 献 と と も に,そ の 限 界 に つ い て も検 討 を 行 う。

1管 理会計 にお けるマ ネジメン ト ・コン トロール ・システ ムの位置づ け

経 営 管 理.活動 の3区 分 で あ る,戦 略 的計 画,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トローール,

オペ レー シ ョナ ル ・コ ン トロ ー ル の いず れ に お い て も,管 理 会計 は 有 用 な情 報

を提 供 し うる し,ま た,実 際 に提 供 して い る%

しか し,Anthonyが,「 マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル の 代 わ りに1.管 理.会

計 』 とい う言 葉 を使 う こ とに す る。 とい うの は 「管 理 会 計 』 とい う の は。 マ ネ

ジ メ ン ト ・コ ン トローール に 関 連 した 会 計 を指 す 言 葉 だ か らで あ る」(Anthony

[1965]p.100)と,述 べ て い る よ う に,管 理 会 計 と最 も関 係 が 深 い の は.マ ネ

ジメ ン ト ・コ ン トロー ルで あ る%

なぜ な らば,「 管 理 会 計 を他 の諸 科 学 と識 別 す る本 質 的 な特 徴 は,上 位 の 管

理者 が ド位 の管 理 者 の意 思 決 定 を コ ン トロ ー ルす る とい う管理 会計 の もつ 『業

績管 理 』 の機 能 に あ る とい え る」 か らで あ り,し た が って 「管 理.会計 の コ アは

マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル を支 え る シ ステ ム にあ る」(門 田[2001]7ペ ー

ジ)の で あ る 。

以 ヒの よ うに,管 理 会.計の 主 要 な 機 能 は,特 に 業 績 管 理 との か か わ りにお い

て,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルに役 立つ 情 報 を提 供 す る こ と に あ る。 そ の た

め,マ ネ ジメ ン ト・コ ン トロール を.支え るた め の シ ステ ム と して,管 理 会計(特

に.業績 管 理会 計)71の 果 た さ なけれ ば な ら ない役 割 は非 常 に大 き な もの とな ろ う。

5)経 営 管 理 機 能 との 関 係 にお け る管 理 会計 の 体 系 につ い て は.溝 「.1編[1987]25-35ベ ー..ジ,な

ど を 参照 され た い.、

6)Anth`,nvの い う,マ ネ ジ メ ン ト ・]ン トロ ー ル とは,「 組 織 目 的 の 達 成 に際 して 資 源 がイ∫効 か

つ効 率 的 に取 得 さ れ,使 用 さ れ る こ と を管 理 者 が確 保 す る プ ロ.ヒ ス」(An由 。nyLl965]p.16).

そ の 後 や や 変 化 し,「 組 織 の 戦 略 を 実 施 す る た め に,管 理 者 らが 組 織 の他 の メ ン バー に 影響 を7

え る プロ セ ス1〔AnthD・ ・y[1～鳶鯛P.10〕 と定 義 さ れ てL'る 。

7.}こ こで は,敢 え て業 績 管 理 余 割.と い う用語 を使 用1し たα エ イジ 山 ン シー一理郡部こお け るエ イ ジ ェ

ン トへ の 業績,お よ び..報 酬 は,財 務 的 な もの を べ ・一ス と して検 討 さ れ て い る とい う点 を 鑑 み れ

ば,則.:務 的 な 業績 と報酬 を 中心 に 分析 を行 う アメIj力 流 の 業 績管 遇1会 計 と,エ イ ジ ェ ン シー一理 論

との 問 に は 関 わ りが 深 い..,し.か し,業 績 お よ び 報酬 に}ま 、 非 貴拝 舞的 な もの 〔例 え ば顧 客 満 足 や/

.
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2マ ネジメン ト ・コン トロールの概念的枠組み

エ イ ジ ェ ン シー 理 論 を,「 管 理 会 計 の コ ア」 で あ るマ ネ ジ メ ン ト ・コ ン ト

ローールの 概 念 的 枠 組 み と して と ら え よ う と試 み た代 表 的 な 研 究 と して.伊 丹

[1986]が 挙 げ ら れ る 。 こ こで は,伊 丹・[1986ユ の議 論 に従 い.「 管 理 会計 の

コ ア」で あ る マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルの概 念 的 枠 組 み につ い て 検 討 を行 う。

マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ… ルに対 して の概 念 的 枠 組 み が 提 供 され る な ら ば。 そ

れ は管 理 会 計研 究 に対 して 非 常 に大 きな 示 唆 を与 え る こ と に な る。

伊.月.[1986]で.は,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル の本 質 を 「委 譲 さ れ た意 思

決定 の コ ン トロー ル」(伊 丹[1986]24ペ ー ジ)と 認識 した う えで,エ イ ジ 」.

ン シー理 論 を 積 極 的 に捉 え,「 マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー,レの 本 質 を委 譲 さ れ

た意 思 決 定 の コ ン トロ ー ル と考 え る と き,エ イ ジ ェ ン シー の 理 論 は マ ネ ジ メ ン

ト ・コ ン トロ ー ル の基 礎 理 論 とな りう る もの と考 え て よ い∬ 伊 丹 「1986]71

ペ ー ジ)と 結 論 づ け,エ イジ ェ ン シー理 論 を 理 論 的 基 礎 とす る,マ ネ ジ メ ン

ト ・コ ン トロー一1レの.概念 的 枠 組 み の 構 築 を 試 み て い る。

伊 丹・[1986」 で は,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルの 概 念 の本 質で あ る 「委 譲

され た 意 思 決 定 の コ ン トロー ル」 を,人 間 に対 す る 「影響 」 とい う観 点 か ら捉

え,以 下 の 第1図 の よ うに,モ デ ル化 を行 ってい る。 第1図 の枠 組 み には,以

..1・'のよ うな 含意 が あ る。

ま ず,下 位 者 は,自 らの コ ン トロー ル活 動 に 関 心 が あ る。 そ こ で の コ ン ト

ローール活 動 は,業 務 プ ロセ.スの修 正 行動 とい う物 理 的 な働 きか けが 中心 とな る。

た だ し,か か る修 正 そ.働で4S,コ ン ト ・一 ・杯 能 な 環 境 要 因 が,自 ら の パ

フ ォー マ ン.スに影響 を与 えて くる.II∫能性 も.考慮 に 入れ な けれ ば な らな い 。

一 方 で
,上 位 者 の コ ン トロ ー ルの 対 象 に は,業 務 全 般 が.含ま れ るわ けだ が.

そ こ に は,..ド位 者 とい う 「人 聞 」 が 含 ま れ る の で,た ん な る 物 理 的 な コ ン ト

ロ ー ル とは な ら ない.し か も,上 位 者 の コ ン トロー ル活 動 は,.単 な る...ド位 者 へ

...

、.珂・進 な ど)も あ り,こ の点 の 分 析 を考 慮 に 入 れ る こ と もエ.イ ジ ェ ン シ・.一理 論 の 重 要 な課 題 で あ り,

同 時 に,業 績 管:理 会計 に おい て の.重要 な課 題 で もあ ろ う浮
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第1図 マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル の 枠 組 み

出所:伊 丹[1986]31ベ ージu

の命 令で は済 ま ない 、,'.F位者 のや る気(モ チ ベ ー シ ョ ン)を 高 め るた め に,ど

の よ うに イ ンセ ンテ ィブ を引 き出す か とい っ た,人 間 に対 し.て影響 を 与 え る よ

うな コ ン トロー ル活 動 が 含 まれ る。 か か る コ ン トロー ル活動 で は,下 位 者 に対

して の モ チ ベ ー シ ョ ンを与 え る た め に必 要 な.インセ ンテ ィ ブ ・シ ス テ ム と,下

位 者 の 行動 を把 握 す る た め の モ ニ タ リ ン グが 重 要 とな るの で あ る。

か か る ヒ記 第1図 に縮 約 さ れ た マ ネ ジ.メン ト ・コ ン トロー ルの 概 念 的 枠 組 み

の 形 成 が,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルの 理 論 的 分析 に,エ イ ジ ェ ンシ ー理 論

の 適 用 を 可 能 とす るの で あ る。 以.下,.適 用 ロ∫能 と な るエ イ ジ ェ ンシ ー理 論 の基

本 モ デ ル につ い て,整 理 を 行 う こ と とす る。

3マ ネ ジ メ ン ト ・コン トロ ー ル の 概 念 的 枠 組 み へ の エ イ ジ ェ ン シ ー理 論 の 適 用

1)エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 の 基 本 モ デ ル

こ こ で は,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル ・ シ ス テ ム へ の エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論

の 適 用 を 議 論 す る た め に,エ イ ジ ュ.ン シ ー 理 論 の 基 本 モ デ ル の 整 理 を 行 う%

8)」[イ ジ.Lン シー 理論 の基 本モ デル につ いて は,例 えば,S`1叩ens[1991]pp.147-150.,佐 藤

[1993]19.器 ペー ジ,Lam卜eTt、R.A.[2【 瓦}1]vv,臼27.な どを参照 され たい,な お,本 稿におい

ては,以 降のマ ルチ タスクモデルの議論 との整合性 を重視 して,動 学 的.・般 モデルではな く,静

学 的モ デルによる整理 を行 ってい る.

一
.
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マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル お よ び管 理 会 計 に お い て重 視 さ れ る 契 約 関係 は,

上位 の 管 理 者 と下 位 の 被 管 理 者 との あ い だ の 雇 用 契 約(具 体 的 に は,報 酬 契

約)と な ろ う、,

プ リ ンシパ ル は,不 確 実 な環 境 ドで,タ ス クを遂 行 す る エ イ ジ ェ ン トと雇 用

契約 を交 わす,,こ こで,エ.イ ジ ェ ン トの業 績 は,エ イ ジ ェ ン トの タ ス ク に対 す

る努 力 水準 と,エ イジ ェ ン トの おか れ て い る環 境 に よ って 以 下 の よ う に表 現 さ

れ る 。

躍=∫(ε,α)

ま た,エ.イ ジ ェ ン トに対 す る 報酬 は,業 績 の 関 数 と して,以.ド の よ うに記 述

され る。

"≡ 匠ω

さ ら に,エ イ ジJ、ン トの効 用 は,報 酬 に よ って もた らさ れ る効 用 関 数 瓢 ゆ

と,費 や され た 努 力 水 準 に よ って生 じ る不効 用 関 数C(の の差 と して,以.卜.の

よ うに.表現 され る。

σα(躍,α)=麗(躍)一c(α)

一 方
,プ リ ン シパ ル の効 用 は,業 績 ∬ と,そ れ を得 るた め に エ.イ ジ ェ ン ト

に.支払 わ な け れ ば な ら な い 報 酬 卿 の差 に よ っ て もた ら さ れ るの で,以..Fの よ

うに表 現 され る。

の(.x,w)一 σρσ(ε,σ)一}7(r(ε,α〉))

また,基 本 モ デ ルで は,エ イ ジ ェ ン トと プ リ ンシパ ル は と もに,業 績 に影 響

を与 え る外 部 環境 の状 況 と,か か る環境 状 況 が 生 じる確 率 につ い て,同 じ期 待

を抱 い て い る とす る.こ の よ う な条 件 の も とで,プ リ ン シパ ル は,自 らの 期待

効 用 を最 大 化 す るた め に,エ イ ジェ ン トか ら最 適 な 努力 水 準 を 引 き出 す べ く報

酬 契 約 を設 定 す る。 した が っ て,プ リ ンシ パ ル の 目的 関 数 は,以 下 の よ う に設

定 され る。

maxΣ びρ⑰ 一")=maxΣ びρ(ブ(ε,α)一躍(ズ(ε,α)))(1)
びピゑ ぴ　れ

ヒ記 の式 か ら も分 か る よ う に,プ リ ン シパ ル の 目的 関 数 に お い て は,エ.イ
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ジ ェ ン トの 努 力 水 準 α が 決 定 的 に重 要 で あ る。 エ イ ジ ェ ン トの 努 力 水 準 は,

締 結 され た 報 酬 契 約 の も とで,自 らの期 待 効 用 を最 大 化 す る よ うに選 択 され る。

つ ま り,報 酬 に よ る期 待効 用 と,努 力 を費 や す こ と に よ る負 効 用 との差 を,最

大 化 す る よ う な 努 力 水 準 σ が 選 択 され る こ とに な る の で あ る。 そ れ は,数 学

的 に は以 下 の よ う に表 現 され る。

α∈argmaxzu(w)一C(の(2)
ドこぼ

プ リ ンシパ ル は,エ イ ジ ェ ン トが,当 該 企 業 以 外 の企 業 と雇 用 契 約 を締 結 し

な い よ うに,代 替 的 な 期 待 効 用 ひ を上 回 る よ うに 雇 用 契 約 を 設 計 し な けれ ば

な らない 。

Σ μ(ω)一C(α)≧{ノ(3)
ご 　 ぢ

以 上 の よ う な数 学 的 設 定 を行 った う えで,最 適 な報 酬 契 約 お よ び努 力 水 準 を

探 る こ とが,焦 点 と な る。 した が って,エ.イ ジ ェ ン シー理 論 の基 本 モ デ ル は,

式(2),式(3)を 条件 と し,式(の を最 大 化 す る よ うな,制 約 つ き最適 化 問題

へ と集 約 され るの で あ る。

2)マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルの概 念 的 枠 組 み へ の基 本 モ デ ル の適 用

以 上 の よ うに,エ イジ ェ ン シー 理 論 の基 本 モ デ ル を概 観 した、,

こ こで,数 式 化 に お い て,エ イ ジ ェ ン シー理 論 の基 本 モ デ ル を,第 π一2節

で.言及 した 伊 丹[1986]の 」.イジ ェ ンシ・.一理 論 の概 念 的 枠 組 み(第1図)に 適

用 す る と,以 ドの 第2図 の よ う に表 現 で き る。 第2図 の 図式 化 につ い て,説 明

を加 え てい く。

まず,プ リ ン シパ ル と,エ イ ジ ェ ン トは,異 な る効 用 関 数 びρ と σ。を有 し

て い る 。 そ の も とで,エ.イ ジJ.ン トは,白 らの 行 動 を 選 択 し,期 待 効 用E〔 な

を最 大 化 しよ う とす る。

そ して,プ リ ンシパ ルは,エ.イ ジ ェ ン トの モ チベ ー シ ョ ンを高 め る よ う,業

績 ヱ と連 動 した 報 酬 契 約 陞(∬)を 設 定 して,エ イジ ェ ン.トに イ ンセ ン テ ィブ

を与 え よ う とす る。 しか し同時 に.エ イ ジ ェ ン トに と って 管 理 不 能 な環 境 要 因

sが 影響 す る業績 認 と,報 酬 躍 との あ い だ に,過 度 の連 動 が あ る と,エ.イ ジェ

1
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第2図 マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ーールの 分 析'的枠 組 み に

対 す る基 本 モ デ ル の適 用

E伽
プ リ ン シパ.ル

ブ イ・一ドバ ツ ク

レπ.¥¥�

エ イジ..Lン ト
フ ィ ー ド バ:ノ ク

argmaxEこ 勧

8 x一(/s,却

ε

ン トの リス ク分 担 が 大 き くな りす ぎ て しま い,エ.イ ジ ェ ン.トは納 得 しな い か も

しれ な い。 したが っ て,多 くの エ.イジ.エン シー モ デ ルで は,エ イ ジ ェ ン トは,

リスク 回避 的 な行 動 を と る と仮 定 した ヒで,モ デ ル の設 定 を 行 う こ とに な る。

この よ うに,エ イ ジェ ン トの リス ク分 担 を考 慮 に い れ た うえ で,業 績 と報 酬

を 連動 させ た イ ンセ ンテ ィブ契 約 を うま く設 定 しな け れ ば な らな い の で あ る。

さ らに,エ イジ ェ ン トの 努 力水 準 を い か に モ ニ ター す るか とい う,モ ニ タ リ ン

グの 問 題 も生 じて くる で あ ろ う。 か か るエ イ ジ ェ ン シー 理 論 に よ る分 析 の 特 徴

は,大 き く,以.ド の3点 に 要 約 で き る。

① 情 報 の 非対 称性

プ リン シパ ル とエ イ ジ ェ ン トの あ い だ に は,情 報 に偏 在 が あ る。 そ の た め,

プ リ ンシパ ルは,エ イジ ェ ン トの 努 力 水 準 を直 接 的 に観 察 す る こ とはで きな

い 。 エ イジ ェ ン トの 努 力 水 準 につ い て は,エ イ ジ ェ ン ト本 人 の みが 認 知 して

い る ので あ る。.した が って,な ん らか の 直:接的,間 接 的方 法 に よ って,プ リ

ン シパ ル は,エ イ ジ ェ ン トの 努力 水 準 につ い て の モ ニ タ リ ン グを行 い,エ イ

ジ ェ ン トの評 価 を し.なけれ ば な らな い。 直 接.的に エ イ ジ ェ ン トの 努 力 水 準 を

モ ニ タ リ ン グで きない 場 合 は,エ イ ジ ェ ン トの努 力 の 結 果 と して,何 らか の
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業 績 測 定値 を 設 け,そ れ に 基づ く評価 を 行 う とい う契 約 を結 ぶ こ と と な る。

しか し,エ イ ジ ェ ン トの 努 力 の 結 果 を高 い 精 度 で 示 す 業 績 測 定 値 が,必 ず し

も容 易 に設 定 で き る とは 限 らな い だ ろ う。

② プ リン シパ ル とエ イ ジ ェ ン トの 利 害 の イく一 致

プ リン シ パ ル は,プ リ ン シパ ルの 効 用 関 数 を最 大 化 した い 。 しか し,プ リ ン

シパ ルか ら権 限 を委 譲 され た エ イ ジ ェ ン トに は,独 自 の効 用 関 数 が あ り,エ

イ ジェ ン トは,自 分 の効 用 関 数 を 浸 入化 す る よ う に 行 動 を 選 択 す る。 した

が っ て,プ リ ン シパ ル は,プ リ ン.ンパ ルの 効 用 を最 大 化 す る よ う に,エ イ

ジ.Lン トの 行 動 を コ ン トロ ー ル しな け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は,エ イ

ジェ ン トの行 動 に,う ま くイ ンセ ンテ ィブ を与 え な け れ ば な ら な い の で あ る 。

③ 業 績 評 価 測 定 値 を報 酬 と連 動 させ た モ デ ル

プ リ ン シ パ ルは,自 らの 効 用 最 大 化 に プ ラ ス の影 響 を 与 え る業 績 を,エ イ

ジ ェ ン トに対 す る報 酬 と リ ンク させ る。 それ に よ り,プ リ ンシ パ ル の効 用 を

大 き くす る よ うに(高 い業 績 を生 み 出 す よ う に),エ イ ジ ェ ン トが 努 力 す る

よ う報 酬 契 約 を設 定 す る ので あ る。 しか し,業 績 に は,エ.イ ジ ェ ン トの 管 理

不 能.要因で あ る外 的環 境 が 作 用 す る場 合 が あ る.か か る場 合,過 度 に 業 績 と

報酬 を リ ンク させ る こ とは,エ イ ジ ェ ン トに 過度 な リス ク分担 を 強 い る こ と

に な り,う ま くイ ンセ ンテ ィブ を 引 き出 せ な い こ とに な る 。 した が って,多

くの場 合,エ イ ジェ ン トは かか る リス クを 回 避 す るよ うな 選好 を もつ と仮 定

さ れ て い る㌔

以 上 み て きた よ うに,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ル の 概 念 的枠 組 み を,ヒ 述

した 第 ユ図 の よ うに 図式 化 す る こ とに よ って,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー ルの

概 念 は,エ イ ジ ェ ン シー 理論 に よ る数 学 的 な 公 理 論 的 な モ デ ルへ と縮 約 ロ∫能 と

な った の で あ 翫,こ れ に よ り,組 織 内 部 に お け るマ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ 「一ル

の 制 度 や プ ロセ スを 説 明 す る た め の 数 学 的 モ デ ルに よ る,公 理 論 的 な分 析 枠 組

9〕 このようにIlスクを好まない.}1体を1リ スク「Ill避的(risk≡iVビrt)!な...益体と呼ぶ。リスク回避

的なi三体は,期 行利得が同じ場合でも,利 得の変動がより少ない行動をとるような選択を行 う。

r
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み が 提 供PI能 と な っ た 。 次 に,か か る エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 が,管 理 会 計 研 究 に

もた ら し た 貢 献 に つ い て 整 理 し て い き た い 、.、

4エ イジェンシー理論の基本 モデルが管理会計研究 にもた ら した貢 献

1)管 理 会計 の分 析 的 フ レー ム ワー ク と して の エ イ ジ ェ ンシ ー理 論

工.イジ ェ ン シー理 論 の もた ら した管 理 会計 研 究 へ の 貢献 を,こ れ まで 多 くの

論 者が 認 め,指 摘 して きて い る。

例 え ば,Baiman[1990ユ は,「 プ リ ン シパ ルー エ イ ジェ ン トモ デ ル の管 理 会

計 研 究 に対 す る主 要 な 貢 献 は,管 理 会 計 研 究 に,我 々が 管 理 会 計 の 手続 きを概

観 し,か つ,管 理 会計 の 問題 を提 起 す る こ とが で き る よ う な,:整 合 的 か'つ有 用

な フ レー ム ワ ーーク を 提 示 して い る こ とで あ る」(Baiman[1990コp.344}と,

指摘 して い る。 ま た.Lambert[2001]で は,「 会 計 研 究 者 を魅 了 す るエ イジ ェ

ンシー理 論 の主 要 な特 徴 は,エ イ ジ ェ ン シー理 論 が,利 害 対 立,イ ンセ ンテ ィ

ブ問題,そ して,そ の イ ンセ ンテ ィブ問題 を コ ン トロ ー ルす る ため の メ カ ニ ズ

ム 〔とい った,管 理 会計 に お け る重 要 な 問題 〕 を,モ デ ルへ 明 確 に組 み 入れ る

こ と を,我 々 に許 容 して くれ る こ と」 〔Lambert[2001]p.4)で あ り,か か る

「エ イ ジ ェ ン シー理 論 は,情 報 シ ス テ ム,イ ンセ ンテ ィブ,そ して行 動 の あ い

だ の繋 が りにつ い て の厳 密 な 考 察 を行 うた め の フ.レー ム ワ ー ク を提 示 す る」

(Lambert[20〔 〕1]PP.4-5)と,指 摘 さ れ て い る。

以 、.ヒの よ うに,エ イ ジ ェ ン シー理 論 は,管 理 会 計.研究,お よ び.マ ネ ジメ ン

トコ ン トロー,レの研 究 に,数 学 的 モ デ ル に よ る公 理 論 的 分 析 を 口∫能 とす る フ

レー ム ワー ク を提 供 して きた 。 この こ と に よ り,「 公 理 論 的 な 原 理 論 が(… …)

で きて は じめ て,.具 体 的現 象 に足 を 引 きず られ ない 自 由 な分 析 の適 用 が で きる

よ う に な る」(伊 丹[ユ986]94ペ ー ジ)の で あ る、、つ ま り,分 析 の フ レー.ム

ワー クは,議 論 の 共 通 の 土 台 とな り,検 討 対.象,検 討 内容 に関 す る 条件 お よ び

限界 を明 らか にす る、 そ して,当 該 フ レー ム ワー ク と現 実 の.具体 的現.象 との乖

離 の 程.度 も明確 にす る。 そ の た め,現 実 の 具 体 的 現 象 と.フ レー ム ワー クの レ.
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レバ ン スを再 検 討す る こ とで,か か る フ レー ム ワー ク 自体 を改 善 し,分 析 の 当

て は ま りを 向上 させ て い く こ と もμr能で あ る 。 そ の 際 に は,ど の 点 が 改 善 され

た の か につ い て も明確 に な るだ ろ う。 この よ うに,エ イ ジ ェ ン シー 理 論 は,管

理 会計 研 究 に対 して理 論 的 な分 析 を可 能 にす る フ レー ム ワー ク を提 示 した の で

あ る 。

2)管 理.会計 研 究 へ の適 用 一 ・実 務に対する正 幽li化の付づ.と問題提起

この よ うに,エ イ ジ ェ ン シー理 論 は,管 理 会計 研 究 にお け る分 析 的7レ ー ム

ワー クを.与え.たとい う点 に お い て,非 常 に重 要 な 貢 献 を果 た して きた 。 そ して,

か か る7レ ー ム ワー クか ら,実 際 に 管理 会計 にお け る.具体 的 現 象 を分 析 す る こ

とに よ って,管 理 会計 研 究 が得 て きた知 見 も多 数 あ る。

この点 につ い て,Indjejikian[1999]で}よ,以 ドの よ う に指 摘 さ れ て い る、.、

「1970年 代 お よ び1980年 代 に お い て,ユ イ ジ ェ ン シー 理 論 の 出 現 が,管 理 会

計研 究 に 興味 深 い 影響 を もた ら した.全 て で は な い にせ よ,ほ と ん ど の管 理 会

計 の 実務 と手 続 きが必 要 とさ れ るの は,イ ンセ ン テ ィブ問 題 を緩 和 す る た めで

あ る とい う こ と を,エ.イ ジ ェ ンシ ー 理 論 の 支 持 者 は提 示 した。 実 際 に,エ イ

ジ ェ ン シー 理 論 は,過 大 な 誇 示 を され なが ら.〔 … …)さ まざ ま な管 理 会 計 実

務 を 正 当 化す るか,も し くは,説 明 す るた め に胴 い られ た,,こ れ ら の初 期 の 業

績 に 対 す る特 別 な 貢献 が議 論 さ れ て い る一 方 で,エ イ ジ ェ ンシ ー理 論 が,管 理

会 計 にお い て 広 ま って い る標 準 的 な 直 感 を明 らか に し,異 議 を唱 え さ え した こ

とは 間 違 い な い 。」(hdjejikian「19991p.149〕

つ ま り,エ イ ジ.・ン シー 理論 の 基 本 モ デ ル は,そ の モ デ ル構 造 は シ ンプ ルで

あ る に もか か わ らず,管 理 会 計研 究 に対 して,分 析 の フ レー ム ワー クを提 示 し,

か か る フ レー ム ワー ク を通 じた 分 析 か ら,特 に費 用 配 賦 予 算,責 任 会 計 な ど

の,多 岐 にわ た る管 理 会計 ¢)実務 につ い て の 理 論 的 説 明 に よ る正 当.化を行.う と

と も に,管 理 会計 にお け る一般 的 な 見 解 につ い て,問 題 提 起 を行 っ て きた の で

あ る。

エ イ ジ ェ ン シー 埋 論 か ら管 理 会 計 にお け る具 体 的 事 象 を分 析 す る こ とで得 ら

ー



管理会計におけるエイジェンシー理論の適用と展開 〔1〕(43/)45

れ た 初期 の重 要 な 貢献 を列 挙 す れ ぼ,以 下 の よ うに な る 。

ま ず,予 算 に 関わ る研 究 で は,予 算差 異 分 析 の 実 務 に 関 して,Denlskiand

Feltham[1978]が 正 当 化 を.与え た。 ま た,予 算 差 異 分 析 の 最 適 モ ニ タ リ ン グ

に つ い て,Baimanandllernski[1980]等 に よ って 言 及 さ れ た 。 さ ら に,参 加

型 予 算 に つ い て の 研 究 と して は,Christensen[1981」,BaimanandEvanslll

[ユ983]等 が あ る。 一.方,費.用配 賦 実 務 に対 して,Zimmerman[1979]が 理 論

的 に 正:当化 を付.与 し,ま た,Antic.andl)elnski[1988]等 が,管 理 会 計 に お い

て一.一般 的 な 見解 で あ る管 理 可 能原 則 に 問 題提 起 を 行 って い る。

DemskiandFeltham[1978ユ で は,予 算 に基 づ く管 理 の 合 理 性,予 算 差 異 分

析 の 意 義 な どに つ い て証 明 して い 翫,こ こで は,線 形 報 酬 契 約 とさ ま ざ ま な予

算 基 準 契 約 を比 較 して,予 算 差異 分析 に 基 づ く予 算 基 準 契 約 が もっ と も有 利 で

あ る こ とを 示 した 。

BaimanandDemski[1980]の モ デ ルで は,リ ス ク回 避 度 を 分類 した 基 本 モ

デ ルを 用 い て,ア 算 差 異 分析 を 適 用 す る最 適 な 調 査 範 囲 につ い て 分 析 を行 った。

こ こで は,リ ス ク中 立 的 な プ リ ン シパ ル と,リ ス ク回 避 的 なエ.イジ ェ ン トに お

い て,業 績 と追 加 的 調 査 に よ る結 果 が 相 互 に独 立 で あ る な らば,エ イ ジ ェ ン ト

の リ.スク回 避 の 程 度 が 弱 ま る(強 ま る)ほ ど,業 績 が 目標 よ り も低 い と き(高

い と き.)に 差 異 分 析 を行 うの が 最 適 と な る と結 論 が 得 られ た 。

ま た,Christellsen[1981]お よ びBair・・an～mdEvanslll[1983]な ど は,参

加 型 予 算 シス テ ムに つ い て 分 析 を 行 った 。 この モ デ ルで は,エ.イ ジ ェ ン トの も

つ 私 的 情 報 を プ リ ン シパ ル に提 供 す る もの と し,こ の情 報 を,基 本 モ デ ルの報

酬 関数 へ と組 み 込 む モデ ル を設 定 して 分 析 を行 っ て い る。 そ の結 果,非 参 加型

予 算 と比 べ,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを伴 う参 加 型 予 算 制 度 が パ レー ト優 位 で あ る

こ とを提 示 し,予 算 編 成 へ の エ イジ ェ ン トの参 加(コ ミュニ ケ ー シ ョン)の 意

義 を明 らか に し.てい る。

Zimmerman[1979」 で は,数 学 的 に厳 密 な定 式 化 は さ れ て い な い が,基 本 モ

デ ル の想 定 の も とで,費 用 配 賦 の シ ス テ ム(特 に定 額 配 賦 の ケ ー ス)が エ.イ
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ジ ェ ン トに よ る役 得 の 過 剰 消 費 を抑 制 す る こ と を 明 らか に し.,費 用 配賦 の 管 理

会 計 実 務 を理 論 的 に正 当 化 して い る,,

一 ノ∫
,AndeandDemski[1988]で は,外 的 環 境 要 因 が 異 なれ ば 業績 が 変 化

す る状 況 を確 率 変 数 と して 基 本 モ デ ル に組 み 込 み,責 任 会計 に お け る 管 理ll∫能

性 原 則 の検 討 を行 った 。 こ こで は,そ れ まで 一般 的 に妥 当 と考 え られ て きた 管

理 ロ∫能 性 原 則 に対 して問 題 提 起 が な され,エ イジ ェ ン トは 管 理 不 能 な 他 の 情 報

ソー スが 存 在 して い る こ と を 認識 した上 で,あ る 変 数 に つ い て コ ン トロー ル ロ∫

能 で あ る な らば そ の 変 数 に 責 任 を 負 うべ きで あ る と,管 理 可 能 性 原 則 の修 正

(条件 付 管 理I」∫能性 原 則)を 提 案 して い る。

この よ うに,初 期 の エ イ ジ ェ ン シー 理 論 に 基 づ く管 理 会言1'研究 で は,い ず

れ もエ イ ジ ェ ン シー 理 論 の 「基 本 モ デ ル」 を,現 実 の 具体 的 事 象 へ 若.「の 修

正 を施 しつ つ 適 用 して きた 。 エ イ ジ ェ ン シ ー.一理 論 の 「基 本 モ デ ル」 は,現 実

の 具 体 的 事 象 に 対 す る非 常 に 柔 軟 な 適 用 能 力 を 有 して い る とい え る の で あ

る。

3)管 理 会 計研 究 へ.与え た 影 響

以 上 の よ うに,エ イ ジ ェ ン シー 理 論 の 基 本 モ デ ル に よ る分 析 は,費 用 配 賦,

予 算 差 異 分 析,参 加 型 予 算,管 理 可 能 性 原 則 な ど,管 理 会 計研 究 に お い て非 常

に重 要 な トピ ック全 般 に対.して,正 当 化 を付 与 した り,あ る い は,問 題 を提 起

して きた の で あ る、,

この よ う な か た ち で,且970年 代 後 半 か ら1980/,Y代 後 半 ま で に お い て,エ イ

ジ ェ ン シー理 論 は,管 理 会 計 研 究 に対 し.て分 析 の フ レー ム ワ一 夕を提 示 し.か

か る フ レー ム ワー クを管 理 会 計 の具 体 的 事 象へ と適 用 した分 析 を お こ な う ζ と

で,少 なか らぬ 知 見 を得 なが ら定 着 して い くので あ る。 そ して そ の 後,1990年

代 以 降,エ イ ジ ェ ン シー理 論 に よ る管 理 会計 研 究 は,北 米 を 中 心 に非 常 に 大 き

な トレ ン ドを生 み 出す こ とに な る,,

もち ろ ん,単 純 な 人 間 モ デ ル を前 提 と した 数学 的 な分析 手 法 を用 い てい るた

め,エ イ ジ ェ ン シー理 論 の管 理 会 計 へ の適 用 研 究 は,現 実 の 組 織 や 経 営 管 理 状
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況 の 重 要 な 構 造 を 示 さ な い,抽 象 的 な も の に と ど ま っ て し ま っ て い る と の 批 判

も あ る(Kaplan[19&1]PP.4⑪4-407)。 実 際 に,レ レ バ ン ス ・ロ ス トが 叫 ば れ

て 以 来,新 し い 管 理 会 計 技 法 の 開 発 と そ の 普 及 に 関 す る研 究 へ の 関 心 が 深 い こ

と も 間 違 い な い 。1～8!8.ζ・4〃r8ム05'「19881の 著 者 の 一 人 で あ るKaplan自 身 が

中 心 と な っ て 開 発 し た,活 動 基 準 原 仙ll}'算ActivityBasedCosting=ABC)

な ど は,そ の 典 型 的 な も の で あ る:㌔

しか し,そ の...一方 で,ア カ デ ミ ッ ク な 管 理 会 計 研 究 に お い て は,よ り.層,

エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 な ど の 経 済 学 に 依 拠 し た 分 析 的 研 究 が 進 展 して い る の で あ

る 。 特 に,北 米 に お け る管 理 会 計 研 究 に は,エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 が 非 常 に 人:き

な 影 響 を 与 え て き た 。

か か る エ イ ジ 」.ン シ ー 理 論 の 管 理 会.計 研 究 へ の 影 響 を 検 討 す る た め.ユ990年

か ら1996年 ま で の7年 間 に お け る,北 米 の 会 言1.ジ ャ ー ナ ル6誌11:1に 掲 載 さ れ た

論 文 に つ い て 調 査 を 行 っ て い るShields[1997]を 参 照 し な が ら,議 論 を 進 め

て い き た い.、

Shields[19971で は,ま ず1990年 代 前 半7年 間 の 北 米 の 会 計 ジ ャ ー ナ ル6誌

に掲 載 さ れ た152の 論 文 が 依 拠 す る 理 論 の 区 分 を 行 っ て い る:㌔ そ れ に よ れ ば,

ア ク セ プ トさ れ た 論 文 の 約 半 数 に あ た る75の 論 文 がEconomicsの 理 論 の み に

依 拠 し た 研 究 と な っ て い る 。 こ こ で のEconomicsと は,も っ ぱ ら エ イ ジ ェ ン

シ ー 理 論 に 関 わ る も の で あ る 、、Economicsの 理 論 を 分 析 の フ レー.一ム ワ ー ク の

部 と す る研 究 を 含 め れ ば82で あ り,掲 載 さ れ た 論 文 の1、 数 を 超 え る 。 以.Lか

ら 明 ら か な 通 り,近 年 の 北 米 に お け る 管 理 会 計 研 究 は,Economics,つ ま り エ

イ ジ ェ ン シ ー 理 論 に 依 拠 し た 研 究 が 主 流 と な っ て い る の で あ る.

ま た,Shields[1997ユ で は,同 様 に1」 サ ー チ メ ソ ッ ドに つ い て も 区 分 を 行')

k}〕ARCに つ いて は,多 数 の解 説 ♂1=が出版 され てい る が,差 しあた り,KaplanaudCooper

[1998]を 参照され.たい。

11〕6つ のジャーナ1レは以 ドの通 りである。ご1`㎝ε`声π〃唇 θp.解雇盟"o偽 醒〃450ビ畝W7ん 五ビm眞rア爵η暫

R副 藍脚1(bη 帥2,ノ》・削'yAビm〃 η伽gR碍 β齪 厨 」θπ朋α'でゾ.!1〔㍑・ερ漉η9姻4ε`.r'7r・'ηr齢ゴ θ`〃7瞬

`ヅ.AccountingR..,dh;andJ,,,.'卍`4qプ1　 f`zノ卍α98'η8〃`・4「ぐor4/r"〃κR削 α'τ.'星

12〕 理論 区分 の結果 は,ド 図のよ うに まとめられ.てい る 〔Skid」s[1997]1り.7).,/
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て い る 「"、そ の 結 果 に よ れ ば,49の 論 文 がAnalyticResearchに よ る も の で あ

り,全 体 の 約3分 の1を 占 め て い る 。 こ こで のAnalyticResearchと は,エ イ

ジ ェ ン シ ー 理 論 に 依 拠 し た,数 理 経 済 学 の 手 法 に よ る 分 析 的 理 論 研 究,ま た は,

か か る理 論 研 究 の実 証 を統 計 学 的 手法 に よ って行 う研 究 で あ る。

以上 の よ うに,エ イジ ェ ンシ ー理論 は,特 に北 米 にお け る管 理 会 計研 究 にお け

る コ アの メ ソ ドロ ジー と して,現 在 もな お発 展 して い る。 こ の よ うな アカ デ ミ ッ

クな研 究 の傾 向 に対 す る 妥 当性 の 判 断 は差 し控 え るが,エ イ ジ ェ ン シー理 論 の

登 場 が,少 な く.とも北 米 に お け る ア カデ ミ ックな 研 究 を,レ レバ ンス を重 視 す
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る現 実 的 な 適 合性 よ り も,首 尾 一 貫 した 論 理 に基 づ く.般 化 を重 視 す る 方 向 へ

と導 い た とい って も過 言 で は な い 、,この よ う に,エ イ ジ ェ ン シー理 論が 管 理 会

計研 究 に 与 え た 貢 献 の 内容 もさ る こ とな が ら,エ イ ジ ェ ンシ ー理 論 が 管 理 会計

研 究 の 方 向 性 に 与 え た 影 響 力 の 大 き さ に も,注 目 しな く て は な ら な い だ ろ

う。

5エ イジェンシー理論 の基本 モデルの限界

基 本 モ デ ルに 基づ くエ イ ジ ェ ン シー 理 論 は,非 常 に シ ン プ ル な モ デ ルで あ る

に も関 わ らず,マ ネ ジ.メン ト ・コ ン トロー ル ・シ ス テ ムの 本 質 を う ま く捉 え,

管 理 会計 研 究 に公 理 論 的 分 析 を 口∫能 にす る分 析 的 フ レ ー ム ワ ー ク を提 供 して き

た とい う点 に お い て,.大 きな 意義 が 認 め られ る,、しか しそ の一 方 で,基 本 モ デ

ルに は,分 析 に お い て 重 要 な 要 因 が抜 け落 ち て い る とい う問 題 もあ る。

この よ うに組 み込 ま れ て い な い 要 因 が あ るた め に,特 に基 本 モ デ ル に基 づ く

エ イ ジ ェ ン シー理 論 は,さ まざ ま な 批判 を 受 けて い る。 か か る エ イ ジ ェ ン シー

理論 の 基 本 モ デ ル に 内在 して い る固 有 の 問題 点 につ い て整 理 す る と,以 下 の4

点 に 集 約 で き る と思 わ れ る1㌔

① エ イ ジ ェ ン トの.従事 す る タ ス クは,1つ だ け と して モ デ ル化 され て い る が,

現 実 の エ イ ジ ェ ン トの タ ス クは,よ り多様 で あ る、 多 様 な タ ス ク を.負っ て い

るエ イ ジ ェ ン トを動 機 付 け る た め に は,多 様 な タ ス ク を負 っ てい る状 況 を モ

デ ルに 組 み込 ま な け れ ば な らな い は ず で あ る。 した が っ て,多 能 工 や ゼ ネ ラ

リ ス トの よ うに,多 様 な タ ス クを こな す 主 体 を 分析 す るた め に は,マ ル チ タ

ス クモ デ ル の モ デ,レ化 が必 要 とな る。

② 基 本 モ デ ル は 、1人 の プ1.1ン シパ ル と1人 の エ イ ジ ェ ン トとい う2人 モ デ

ル にす ぎな い が,現 実 の 世 界 に お い て は,1人 の プ リン シパ ル に対 して,複

数 の エ イ ジ ェ ン トが 存 在 す る ケー.スの ほ うが,は るか に.般 的 で あ る。 ま た

14)こ れ ま で も,エ イ ジ ェ ン シー 理 論 の 限 界 につ い て は,さ ま ざ ま な 検 討 が な され て きて い る。 例

え ば,Balnlm[1990〕,Kaplan[1982],ScIlp顧ns[199】],後 藤[19926]な どを 参 照 さ れ た い.
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逆 に,1人 の エ イ ジ ェ ン トに と って,複 数 の プ リン シパ ルが 存 在 す る ケ ー ス

もあ りうる 。例 え ば,エ イ ジ ェ ン トが 複 数 存 在 す る場 合 は,エ.イ ジ ェ ン トの

業 績 評価 を個 人単 位 で 行 うよ りも,チ ー ム単 位 で 行 う こ とな どが 考 え られ る

で あ ろ う。 ま た,エ イ ジェ ン ト聞 に競 争・が 生 まれ た り,結 託 が 生 じた りす る

.口r能性 もあ る 。 この よ うに ,現 実 の 行 為 主 体 間 の 関係 は,基 本 モ デ ル に よ っ

て提 示 さ れ る もの よ り,さ らに 複雑 で あ る1%

③ モ デ ル 分析 が,1期 間 に 限定 さ れ て い るケ ー ス が 多 い 。 現 実 の 企 業 活 動 は,

複 数期 間 に わ た っ て行 わ れ る 。 した が って,プ リン シパ ル とエ イ ジ ェ ン トの

複 数期 間 に わ た っ て行 わ れ る相 互 活動 を描 写 す るた め には,複 数 期 間 モ デ ル

に よ る考 察 が必 要 とな る は ず で あ る 。1期 間 モ デ ルで は,.主 体 は次 期 の ゲー

ムに つ い て考 慮 す る必 要 が な い の で,当 該 期 間 に 限 って の 利 得 の み を追 求 す

る こ とに な る 。 そ の た め,勝 ち 逃 げ を 図 ろ う とす るモ ラ ルハ ザ ー ドが 生 じや

す くな る 、、 しか し,多 期 間 モ デ ルで は,短 期 的 な 利 益 を追 求 して,勝 ち 逃 げ

を 図 ろ う とす る と,将 来 に わ た って の評 判 を 落 と し,長 期 的 に 獲 得 可 能 な利

得 を 減 少 させ る恐 れ が 生 じる 。 した が って 複 数 期 間 に わ た る ゲー.ムは,モ ラ

ル ハ ザ ー ドを抑 制 す る よ うな機 能 を 有 して い る。 長 期 の 契 約 を ペ ー ス に して,

各 三}r.体が 活動 を行 って い る場 合 は,か か る分 析 が 必 要 とな る,,

④ エ イ ジ ェ ン トの動 機 づ け につ い て も問題 が あ る。 エ イ ジ ェ ン トの 動 機 づ け

は,報 酬 関数 の報 酬 パ ラ メー ター に よ りコ ン トロー ル され る こ と に な る。 し

か し実 際 は,エ イジ ェ ン トは,報 酬 に よ って の み,動 機 付 け られ るわ けで は

な い 。 た とえ ば,特 に 日本 に お い て は,昇 進 の よ うな 職 位 の ラ ンク ア ップ な

どに よ っ て も,エ イ ジ ェ ン トは動 機 付 け られ るで あ ろ う。 また,場 合 に よ っ

て は,金 銭 的 報酬 よ りも仕 事 そ の もの に対 す るや りが い に 関 心 を持 って い る

場 合 もあ る か も しれ な い、,した が ワて,動 機 づ け の 要 因 が 多 岐 にわ た る場 合,

あ る い は,多 様 な動 機 付 け の 要 素 が必 要 とさ れ る場 合,エ イ ジ ェ ンシー モ デ

15)小 倉[1994]で は,エ イジ 」.ン シ ー理 論 に お け る,マ ル チ エ イ ジ.エ ン トの 問題 を と りあ げ て,

検 討 を行 い,エ イジ ェ ン シ ー理 論 の特 徴 と限 界 に つ い て 指摘 して い る。
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ルに よる分 析 は,大 きな 困 難 に 直面 す る こ と とな る1㌔

以 ヒの よ うに,モ デ ル分 析 の メ リ ッ トは,複 雑 な 現 実 を シ ン プ ル な モ デ ルへ

と還 元 す る こ とで 重 要 な 示唆 を得 る こ とが 出 来 る とい う こ と に あ る と は い え,

.分 析 にお け る重 要 な 要 素 が抜 け落 ちて い る場 合 に は,状 況 に応 じて モ デ ル の拡

張 を行 って い く必.要もあ ろ う。

しか し,こ の よ う に,多 数 の限 界 につ い て,同 時 に議 論 を行 う こ とは 困 難 で

あ る。 した が っ て,本 稿 に おい て は,議 論 の焦 点 を 明確 にす る た め に も,ま ず

.ヒ記 ① の,シ ング ル タス クか ら マ ル チ タス クへ の拡 張 に つ い て,検 討 を 行 い た

い 、、そ の他,②,③,④,の 問題 につ い て は,今 後 別 の 機 会 に 検 討 を 行 う こ と

とす る 。
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